
吸湿発熱中綿

トップサーモ

中綿のダスト発生量
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寝床内の温度変化
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トップサーモ®
キュプラ
ポリエステル

50%
50%

混綿されているベンベルグ®が湿気を吸って発熱し、ポリエステルと作り出す
空隙に暖まった空気を蓄えるため、心地よい暖かさを感じます。吸湿発熱機能により暖かい

ベンベルグ®を使っている中綿は、ホコリが出にくいのが
特長です。

ベンベルグ®は繊維に水分を含み、静電気が起こりにくい
ため、ホコリを吸い込みにくい素材です。

＊中綿からのダストの発生量が少ない。

＊中綿のダスト
　生産工程で吸い込んだホコリなどがダストとなって発生する。

ホコリが出にくい
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ポリエステル中綿
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湿気を吸う 湿気を放つ

吸放湿量
2.7倍

絶乾→30℃100%→20℃65%

＊試料を絶乾から高湿、続いて標準状態に移動した際の重量を測定し、
　繊維中の水分率を算出しました。

トップサーモ®
キュプラ
ポリエステル

30%
70%
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体が暖まると、体温調節のために体からの湿気の発生が
多くなります。ムレの元となる湿気を、混綿されている
ベンベルグ®が吸湿し、外に放湿することにより、快適
で心地よい環境が生まれます。

優れた吸放湿性によりムレにくい

＊ 睡眠中に人の体から発生する湿気をどんどん吸湿してはきだすため、ムレに
　くく爽やかな寝心地です。

トップサーモ®の吸放湿力 ポリエステル中綿の2.7倍

ユニチカガーメンテック (株 ) にて測定

旭化成 (株 ) 商品科学研究所にて測定

旭化成 (株 ) 商品科学研究所にて測定

トップサーモ ®はベンベルグ ®（キュプラ）とポリエステルを混綿した中綿です。


